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１．調査概要 

（１）調査の目的 

・本調査は、既存資料の収集、各種アンケート調査、各種ヒアリング調査を実施し、これらのデ

ータを整理・分析することにより、杉並区内の産業実態を把握して、杉並区産業振興計画の改

定及び産業振興施策の見直しをするための基礎資料を作成するものである。また、杉並区内の

事業者や、区内での創業予定者のための参考資料として、有効活用できるものとする。 

（２）調査の進め方 

・調査の進め方は以下のフロー図のとおり。 

■図表 1-1 調査フロー 

 

（３）アンケート調査の概要 

１）調査地点  杉並区全域 

２）調査期間  平成 29年 8月 1日～8月 31日 

３）調査方法  郵送発送・郵送回収 

既存データの収集・抽出・分析

調査設計

定量調査配布・回収・集計

定量調査（アンケート調査）

① 杉並区事業所実態調査

：区内全産業対象（配布3,000事業所）

② 杉並区商店実態調査

：商店（小売、飲食、サービス業）対象

（配布1,505店）

③ 杉並区の産業に関する区民意向調査

：20歳以上75歳未満の区民対象

（配布1,500人）

定性調査（ヒアリング調査）

① 杉並区事業所ヒアリング調査

：区内全産業対象（32事業所）

② 杉並区農家ヒアリング調査

：区内農家（30戸）

③ 杉並区商店街ヒアリング調査

：杉並区商店会連合会関係者

（7地域）

調査分析

報告書作成

1
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４）回収率 

調査種類 発送（票） 回収（票） 回収率（％） 

杉並区事業所実態調査     3,000     853     28.4 

杉並区商店実態調査     1,505     307     20.4 

杉並区の産業に関する区民意向調査     1,500     551     36.7 

５）調査対象の選定方法 

①杉並区事業所実態調査 

・タウンページに掲載されている区内事業所の全データについて、ＮＴＴタウンページ（株）よ

り重複を除いた形でデータベースを購入。 

・小売業、飲食店、サービス業については、会社組織のものを選択。 

・地域、業種の構成比率を反映する形で無作為に抽出。 

・学校、宗教法人、寺社、郵便局については、調査になじまないため対象外とした。 

②杉並区商店実態調査 

・タウンページに掲載されている区内事業所の全データについて、ＮＴＴタウンページ（株）よ

り重複を除いた形でデータベースを購入。 

・小売業、飲食店、サービス業の中で、会社組織でないものについて抽出。 

・地域、業種の構成比率を反映する形で無作為に抽出。 

③杉並区の産業に関する区民意向調査 

・住民基本台帳を基に、20 才以上 75 才未満の区民を対象に、地域と年齢構成に配慮して無作為

に抽出。 

（４）ヒアリング調査の概要  

１）杉並区事業所ヒアリング調査 

○杉並区事業所実態調査（アンケート調査）で、以下のような回答があった事業所に協力を依頼

し、同意を得た 32事業所に対してヒアリングを行った。 

①5年前と比べて売上高が増加した 

②年間売上高が今後「増加する」または「やや増加する」と考えている 

③過去 5年間、売上高を増やすために取り組んだものがあり、その取組の中で独自の取組を記入 

④ＢＣＰ（事業継続計画）をすでに策定している 

⑤ワーク・ライフ・バランスに「すでに取り組んでいる」または「取り組む予定でいる」 

⑥事業所として認識している強みがある 

⑦経営理念・基本方針等を「明文化して十分に周知徹底している」、「明文化しているが十分に周

知するまでは至っていない」または「明文化していないが理念や思いは従業員と共有している」 

⑧事業計画（売上計画・損益計画・資金繰り計画等）を作成している 

２）杉並区農家ヒアリング調査 

・産業振興センターが選定し、調査協力の同意を得た農家 30戸を訪問してヒアリングを行った。 
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３）杉並区商店街ヒアリング調査 

・杉並区商店会連合会の各ブロック長に人選を依頼して、1ブロック 5～6名程度の商店街関係者

を対象に 7ブロックごとにグループインタビューを行った。 

※杉並区商店会連合会は商店街を地域ごとに 7ブロックに分けている。 

（５）本書のまとめ方 

・実施したアンケート調査、ヒアリング調査、各種既存データを基に、「杉並区の産業の現状と

課題」、「杉並区の商業の現状と課題」、「杉並区の農業の現状と課題」、「日常生活における区民

の意識」、「杉並区のアニメ事業及び観光事業」の 5項目について整理している。 

・アンケート調査やヒアリング調査の設問項目の順には整理していない。また、アンケート調査

の回答やヒアリング調査の回答の一部を本文の分析に使用している。 

・アンケート調査については、付属資料に調査票と、全ての回答結果（単純集計）を掲載してい

る。 

・ヒアリング調査については、本報告書には個人情報や事業所名等は掲載しない。 

（６）地域区分 

  ・以下のように地域区分を定める。 

■図表 1-2 地域区分 
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○本報告書内で使用されている記号の説明 

【注 1】記号の説明 

        SA  シングルアンサー（選択肢から 1つ選択） 

     MA  マルチアンサー （選択肢から複数選択） 

    NA  ナンバーアンサー（数値で回答） 

    FA  フリーアンサー （文章で回答） 

【注 2】集計方法 

        SA（シングルアンサー）は、原則として無回答を加えて、どの程度の回答者の比率かが分かるようにする。 

    MA（マルチアンサー）は、原則として無回答を除き、回答者の中に占める比率を示す。 

【注 3】n値 

        「n = 数字」と表現。数字はその設問に回答した人の数。 

    ※回答者数の少ない設問項目もあるので、グラフを読むときに注意を要する。 

【注 4】％については、端数処理の関係で合計が一致しない場合がある。 

【注 5】アンケート調査での「その他（具体的に＿＿＿）」の回答について、枠を設けて主な回答を記載している。

（ ）内の数字は同じ内容の回答数を示す。 
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